
人口と世帯（4月末現在）
人　口　6,998人（+132）
【男性：3,494人（+95）　女性：3,504人（+37）】
世帯数　世帯数4,217人（+150） （　）内は前月比

02 / 新町長が語る町づくりへの想い
04 / まちのできごと
13 / 町からのお知らせ
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― 

町
長
選
挙
を
終
え
て
、
い
か
が
で
し

た
か
？
―

　

２
回
目
の
挑
戦
と
な
っ
た
町
長
選
、

望
外
な
得
票
を
さ
ず
か
り
、
心
か
ら
感

謝
し
て
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
は
選
挙
前
か
ら
切
実

な
声
を
拝
聴
し
、
そ
の
思
い
に
真
摯
に

お
応
え
す
る
こ
と
を
誓
い
、
そ
の
ご
信

頼
と
ご
期
待
を
頂
戴
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
今
、
そ
の
重
責
を
担
わ
せ
て

い
た
だ
く
に
あ
た
り
、
身
の
引
き
締
ま

る
思
い
で
一
杯
で
す
。

―
町
づ
く
り
の
テ
ー
マ
は
？
―

　

３
町
合
併
か
ら
20
年
の
節
目
を
迎
え
、

合
併
当
時
１
万
人
弱
で
あ
っ
た
人
口
が
、

令
和
５
年
３
月
時
点
で
、
と
う
と
う

７
千
人
を
下
回
り
ま
し
た
。

　

全
国
津
々
浦
々
、
人
口
減
少
の
波
に

覆
わ
れ
つ
つ
あ
る
中
、
離
島
大
崎
上
島

で
は
、
65
歳
以
上
の
高
齢
化
率
は
50
％

に
迫
り
、
少
子
高
齢
化
へ
の
特
効
薬
を

い
ま
だ
見
つ
け
る
こ
と
か
な
わ
ず
、
と

て
も
危
機
的
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
町
行
政
と
町
民
が
一
体

と
な
っ
て
、
産
学
官
民
の
総
力
を
結
集

し
て
、
ど
ん
な
に
小
さ
な
成
功
例
で
も

必
死
に
積
み
重
ね
て
い
き
な
が
ら
、
将

来
を
切
り
開
い
て
い
く
地
道
な
対
応
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

― 

そ
の
テ
ー
マ
と
具
体
的
な
取
り
組
み

と
は
？
―

　

老
若
男
女
す
べ
て
の
人
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
島
を
目
指
し
て
、
ま
ず
は
町

行
政
と
町
民
と
の
信
頼
関
係
を
再
構
築

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
具
体
的

谷
　

川
　

正
　

芳

新
町
長
が
語
る

町
づ
く
り
へ
の
想
い

　

平
成
15
年
４
月
１
日
に
大
崎
上

島
町
が
誕
生
し
て
20
年
を
迎
え
、
３

代
目
の
大
崎
上
島
町
長
と
し
て
４
月

27
日
に
就
任
さ
れ
た
谷
川
正
芳
新
町

長
に
、
町
づ
く
り
へ
の
想
い
を
聞
き

ま
し
た
。
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な
取
り
組
み
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
① 

住
民
対
話
と
情
報
公
開
を
徹
底
し
ま

す
。（
共
感
づ
く
り
）

　

●
定
期
的
公
聴
会
の
実
施

　

● 

情
報
公
開
の
徹
底
と
個
人
情
報
の

保
護

② 

相
談
窓
口
を
総
合
化
す
る
と
と
も
に

専
門
性
も
高
め
ま
す
。（
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
サ
ー
ビ
ス
）

　

● 

本
庁
、
支
所
に
総
合
相
談
窓
口
を

常
設

　

● 

専
門
性
の
高
い
分
野
（
乳
幼
児
、

障
が
い
の
あ
る
方
）
で
伴
走
型
寄

り
添
い
サ
ー
ビ
ス
も
拡
充

― 

町
で
取
り
組
む
べ
き
課
題
は
何
だ
と

お
考
え
で
す
か
？
―

　

喫
緊
の
課
題
は
、
大
崎
上
島
町
は
他

地
域
に
先
駆
け
て
少
子
高
齢
化
が
進
み
、

大
変
厳
し
い
地
域
で
あ
る
と
い
う
危
機

感
を
、
町
行
政
と
す
べ
て
の
町
民
が
共

有
す
る
こ
と
で
す
。

① 

後
期
高
齢
者
が
増
加
す
る
中
、
一
人

暮
ら
し
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
方
な
ど

に
、
十
分
な
介
護
・
生
活
支
援
が
行

き
届
か
な
い
。

② 

入
院
施
設
が
な
く
な
る
な
ど
、
暮
ら

し
の
安
心
安
全
が
損
な
わ
れ
つ
つ
あ
る
。

③ 

家
の
跡
継
ぎ
不
在
で
、
空
き
家
が
激

増
し
、
集
落
維
持
そ
の
も
の
が
困
難

と
な
る
地
域
が
生
じ
て
い
る
。

④ 

後
継
者
不
足
で
、
農
業
の
耕
作
放
棄

地
が
増
加
す
る
と
と
も
に
、
事
業
所

や
店
舗
等
の
閉
鎖
が
進
み
、
地
域
が

衰
退
し
つ
つ
あ
る
。

⑤ 

子
ど
も
を
産
み
育
て
る
環
境
と
そ
の

子
ど
も
の
成
長
に
見
合
っ
た
教
育
・

文
化
環
境
が
不
足
し
て
い
る
。

⑥ 

希
望
に
沿
っ
た
仕
事
が
見
つ
か
ら
ず
、

島
か
ら
出
て
い
く
。

― 

優
先
し
て
取
り
組
み
た
い
事
業
は
あ

り
ま
す
か
？
― 

　

特
に
少
子
高
齢
化
対
策
に
直
結
す
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
で
き
る
こ
と
か
ら
着

手
し
、
一
つ
で
も
成
功
例
を
創
出
し
て

い
き
た
い
で
す
。

例
え
ば

① 

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
を
支
援
す
る
た
め
、

訪
問
看
護
・
介
護
の
支
援
体
制
整
備

と
遠
隔
医
療
の
実
践
に
取
り
組
む
。

② 

空
き
家
実
態
を
調
査
・
分
析
し
、
保

存
す
べ
き
古
民
家
、
す
ぐ
に
住
め
る

優
良
住
宅
な
ど
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し

た
う
え
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
見

合
っ
た
活
用
策
を
町
行
政
と
町
民
の

協
力
の
も
と
取
り
ま
と
め
、
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
を
考
案
す
る
。

③ 

優
良
農
地
と
耕
作
放
棄
地
等
を
調

査
・
分
析
し
、
活
用
す
べ
き
特
産
農

地
の
集
約
化
や
農
家
と
地
元
企
業
と

の
協
業
に
よ
る
産
地
企
業
化
づ
く
り

を
推
進
す
る
。

④ 

義
務
教
育
課
程
に
お
い
て
、
地
元
協

力
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル

を
編
成
し
、
地
元
小
中
学
生
が
誇
り

を
も
っ
て
島
に
住
み
続
け
た
い
と
思

え
る
教
育
メ
ニ
ュ
ー
を
強
化
す
る
。

⑤ 

起
業
家
を
育
成
支
援
す
る
た
め
、
Ｄ

Ｘ
環
境
を
備
え
た
サ
テ
ラ
イ
ト
オ

フ
ィ
ス
な
ど
を
整
備
す
る
。

⑥ 

元
気
な
高
齢
者
の
就
業
支
援
と
し
て

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
整
備
す
る
。

― 

こ
れ
か
ら
ど
ん
な
町
に
し
た
い
で
す

か
？
―

　
『
子
・
孫
世
代
が
誇
り
を
も
っ
て
住

み
続
け
て
く
れ
る
町
づ
く
り
』
を
目
標

に
し
ま
す
。

① 
大
崎
上
島
町
長
期
総
合
計
画
の
改
定

に
合
わ
せ
、
令
和
５
年
度
は
、
当
該

計
画
の
達
成
状
況
を
検
証
し
ま
す
。

② 

こ
の
た
め
、
現
状
を
正
し
く
把
握
す

る
た
め
、
現
場
調
査
・
分
析
の
う
え
、

デ
ー
タ
化
し
て
情
報
公
開
し
ま
す
。

③ 

事
業
区
分
を「
守
る（
残
す
）も
の
」「
変

え
る
も
の
」「
後
世
に
託
す
も
の
」
に

三
区
分
し
、
優
先
順
位
を
つ
け
ま
す
。

④ 

島
に
あ
る
も
の
を
最
大
限
生
か
し
、

新
し
い
発
想
で
モ
デ
ル
事
業
を
立
ち

上
げ
ま
す
。

⑤ 

足
り
な
い
も
の
は
、
島
外
か
ら
人
財

を
誘
致
す
る
と
と
も
に
、
離
島
と
し

て
活
用
で
き
る
国
交
付
金
等
を
大
い

に
活
用
し
ま
す
。

⑥ 

人
財
を
誘
致
す
る
た
め
、
都
市
部
に

大
崎
上
島
情
報
を
積
極
的
に
発
信
す

る
と
と
も
に
、
総
合
的
な
受
け
皿
を

整
え
ま
す
。

な
ど
、
町
行
政
と
町
民
が
「
我
が
大
崎

上
島
チ
ー
ム
」
と
し
て
一
体
と
な
り
、

さ
ら
に
大
崎
上
島
に
共
感
し
縁
あ
る
協

力
者
に
も
加
わ
っ
て
も
ら
い
、
だ
れ
も

が
自
由
闊
達
に
責
任
を
持
っ
て
提
案
し
、

多
く
の
町
民
が
協
力
し
合
い
、
失
敗
を

恐
れ
ず
積
極
的
に
事
業
展
開
で
き
る
風

土
が
醸
成
さ
れ
る
町
を
目
指
し
て
い
き

ま
す
。
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メバルへのエサやり体験

4
20

木
江
小
学
校
３・
４
年
生
の
児
童
９

名
に
よ
る
メ
バ
ル
稚
魚
へ
の
エ
サ

や
り
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

メ
バ
ル
稚
魚
は
、
沖
浦
地
先
の
海
に
浮

か
ぶ
筏い

か
だ

で
大
崎
上
島
漁
業
協
同
組
合
に
よ

り
毎
年
育
て
ら
れ
て
お
り
、
児
童
た
ち
は

筏い
か
だ

の
上
か
ら
網
の
中
を
泳
ぐ
小
さ
な
メ
バ

ル
約
23
万
８
千
尾
に
向
か
っ
て
、
魚
粉
で

作
ら
れ
た
エ
サ
を
播
い
て
与
え
ま
し
た
。

　

エ
サ
や
り
体
験
終
了
後
、
児
童
た
ち
は

同
組
合
の
濱
中
組
合
長
か
ら
の
説
明
に
よ

り
、
育
成
し
た
メ
バ
ル
を
海
に
放
流
す
る

こ
と
で
水
産
資
源
が
守
ら
れ
て
い
る
こ
と

や
、
魚
が
海
で
暮
ら
せ
る
環
境
を
守
る
こ

と
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

4
13

令
和
５
年
３
月
31
日
付
で
行
政
相

談
委
員
を
退
任
さ
れ
た
、
中
石
絹

代
さ
ん
に
総
務
大
臣
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。

　

贈
呈
式
で
は
、
総
務
省
中
国
四
国
管
区

行
政
評
価
局
の
川
島
局
長
か
ら
感
謝
状
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

行
政
相
談
委
員
は
、
総
務
省
か
ら
委
嘱

さ
れ
た
民
間
有
識
者
で
、
行
政
機
関
に
対

す
る
意
見
や
要
望
を
受
け
付
け
、
相
談
者

へ
の
助
言
や
行
政
機
関
へ
の
通
知
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。
中
石
さ
ん
は
平
成
23
年

よ
り
、
行
政
相
談
委
員
と
し
て
、
行
政
に

関
す
る
意
見
・
要
望
な
ど
を
受
け
付
け
、

住
民
の
身
近
な
相
談
相
手
と
し
て
ご
活
躍

い
た
だ
き
ま
し
た
。

感謝状贈呈

地域を災害から守る

5
6

社
会
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
、

自
社
の
消
防
設
備
（
貯
水
槽
：
32
ｔ
、

小
型
可
搬
ポ
ン
プ
：
毎
分
１
，
２
６
０
ℓ
、

ホ
ー
ス
延
長
２
０
０
ｍ
）
を
火
災
等
の
緊

急
時
に
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う

申
し
出
が
あ
り
、
地
元
消
防
団
（
第
５
分

団
１
部
）
の
団
員
が
、
設
備
の
見
学
に
行

か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ご
提
案
い
た
だ
い
た
㈱
フ
ル
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
文
田
の
文
田
天た

か
し

社
長
は
、「
自
社
も

含
め
、
地
域
の
有
事
に
も
対
応
で
き
る
よ

う
、ホ
ー
ス
を
長
く
整
備
し
ま
し
た
。
ま
た
、

遠
く
に
放
水
し
て
も
水
圧
が
下
が
ら
な
い

よ
う
、
可
搬
ポ
ン
プ
も
出
力
が
強
い
も
の

を
選
ん
で
い
ま
す
。
地
域
で
有
事
が
あ
っ

た
際
に
は
、
水
利
の
確
保
等
、
役
立
て
て

ほ
し
い
で
す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

海上自衛隊広報イベント開催
4月15日㈯・ 16日㈰

　

大
西
港
付
近
に
て
、
海
上
自
衛
隊
に
よ

る
広
報
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

海
上
自
衛
隊
の
艦
艇
を
身
近
に
感
じ
て

ほ
し
い
と
開
か
れ
た
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
家

族
連
れ
な
ど
多
く
の
方
が
訪
れ
、
水
中
処

分
母
船
４
号
を
見
学
し
ま
し
た
。
水
中
処

分
母
船
と
は
、
海
中
の
爆
発
物
な
ど
の
危

険
物
を
処
分
す
る
水
中
処
分
員
の
支
援
を

行
う
船
で
、
参
加
者
は
交
通
艇
に
乗
り
、

沖
に
停
泊
す
る
水
中
処
分
母
船
へ
搭
乗
体

験
し
、
自
衛
隊
の
方
か

ら
解
説
を
受
け
な
が
ら
、

普
段
は
見
ら
れ
な
い
艦

艇
を
見
学
す
る
こ
と
で
、

海
上
自
衛
隊
の
任
務
や

役
割
を
再
認
識
で
き
ま

し
た
。
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心を一つに！今月の表紙

5
21
大崎・木江・東野小学校で、運動会が行われました。

　日ごろの練習の成果を発揮し、子どもが一丸となっ
て優勝を目指す姿は、見どころ満載でした。また、木
江小学校グラウンドでは、午後から木江地区町民体育
大会が開催されました。

木江地区町民体育大会

木江小学校

大崎小学校

東野小学校
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● 

春
の
遠
足

　

４
月
21
日
㈮
は
春
の
遠
足
に
出
か

け
、
各
地
で
様
々
な
体
験
が
で
き
ま

し
た
。

　

１
年
生
は
県
内
有
数
の
観
光
地
で

あ
る
宮
島
へ
。
宮
島
水
族
館
を
見
学

後
、
そ
れ
ぞ
れ
島
内
を
散
策
し
ま
し
た
。

　

２
年
生
は
尾
道
方
面
へ
。
ま
ず
福

山
大
学
に
伺
い
、
大
崎
海
星
高
校
の

卒
業
生
か
ら
大
学
生
活
の
話
や
学
部

の
説
明
を
聞
く
な
ど
し
て
、
進
路
の

選
択
肢
が
広
が
り
ま
し
た
。
そ
の
後

は
尾
道
市
街
地
を
散
策
し
ま
し
た
。

　

３
年
生
は
、
安
芸
高
田
市
の
イ
ニ

ア
ビ
農
園
へ
。
フ
ー
ド
ス
ト
ー
リ
ー

の
共
有
、
超
難
問
の
野
菜
の
種
ク
イ

ズ
、
畑
づ

く
り
に
挑

戦
し
、
ク

タ
ク
タ
に

な
り
つ
つ
、

楽
し
み
ま

し
た
。
ジ

ビ
エ
カ
レ 

ー
も
お
い

し
く
い
た

だ
き
ま
し

た
。

● 

新
入
生
歓
迎
球
技
大
会

　

５
月
１
日
㈪
は
新
入
生
歓
迎
球
技

大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
各
学
年
が

男
女
別
で
チ
ー
ム
を
組
み
、
リ
ー
グ

戦
を
勝
ち
上
が
っ
た
チ
ー
ム
が
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
で
戦
い
ま
し
た
。
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
戦
に
は
、
教
員
＆
公
営
塾
ス

タ
ッ
フ
チ
ー
ム
も
参
戦
！
審
判
と
得

点
係
も
自
分
た
ち
で
や
り
ま
し
た
。
お

互
い
に
負
け
る
ま
い
と
ボ
ー
ル
に
食

ら
い
つ
き
、
ラ
リ
ー
が
続
き
ま
し
た
。

コ
ー
ト
の
外
で
は
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
を

一
生
懸
命
応
援
す
る
声
が
飛
び
交
い

ま
し
た
。
優
勝
は
、
男
女
と
も
に
３

年
生
の
チ
ー
ム
で
し
た
。
さ
す
が
は

３
年
生
、

強

い

…
！
新

入
生
も

敢
闘
し
、

ト
ー
ナ

メ
ン
ト

戦
ま
で

勝
ち
上

が
っ
て

い
ま
し

た
！

Bird Watching

このコーナーではALTの活動やそれぞれの国の文化等を記事にして紹介しています。そこで、読者の皆様からALTに記事にし
てもらいたいことや聞いてみたいことを募集します。応募は教育課（☎64-2074）または、左のQRコードを読み取ってください。

野鳥観察

Hello, again! One of my hobbies is photography, and since coming to Osakikamijima, I have enjoyed photographing 
the local nature a lot. I like taking pictures of birds and then trying to find out what they are. I took these 
pictures a few months ago because I thought the birds were so cute! Do you know these birds?  The orange is a 

some of the same birds that I saw at home in England. 
I have seen sparrows, kites and even a pheasant here. 

to know about the nature around us so that we can 
enjoy it more.

　こんにちは！私の趣味の一つは写真撮影です。大崎上
島に来てから、地元の自然をたくさん撮影して楽しんで
います。鳥の写真を撮って、それが何なのかを調べるの
が好きです。数ヶ月前に、鳥がかわいいと思って撮った
写真です！この鳥を知っていますか？オレンジの鳥はヤ
マガラで、英語でベアリッド・ティットと言います。緑
色の鳥はメジロで、英語でウォーブリング・ホワイト・アイと言います。イングランドでも見たことがある鳥をこの島
でも見られて楽しいです。スズメ、とび、キジも見ました。これらの鳥はイングランドでも見ることができます。身近
な自然を知ることは、より楽しむことができるので、大切です。

リアーナ
・ビビー文・訳　
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教
育
委
員
の
活
動
報
告

● 

令
和
５
年
第
５
回
大
崎
上
島
町
教
育
委
員
会

定
例
会
議　

令
和
５
年
５
月
24
日
㈬
15
時
〜

1
議　

事

日
程
第
１　

議
案
第
８
号

　

学
校
給
食
運
営
委
員
会
委
員
の
委
嘱
に
つ
い
て

日
程
第
２　

議
案
第
９
号

　

 

令
和
６
年
度
使
用
教
科
用
図
書
採
択
に
係
る

選
定
委
員
の
委
嘱
に
つ
い
て

日
程
第
３　

議
案
第
10
号

　

 

令
和
６
年
度
使
用
教
科
用
図
書
採
択
に
係
る

調
査
委
員
の
委
嘱
に
つ
い
て

２
そ
の
他

⑴
懸
案
事
項

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い
て

　

社
会
教
育
事
業
・
社
会
体
育
事
業
に
つ
い
て

⑵
活
動
予
定

　

定
例
会
議

　

６
月
30
日
㈮
15
時
〜　

６
月
定
例
会
議

問
教
育
課　

総
務
学
校
教
育
係

　

☎
64
‐
２
０
７
４

大崎上島町立大崎上島中学校

● ４月11日㈫、新入生を対象に部活動紹介を行いました。軟式野球部、サッカー部、卓球部、陸上競技部、
ソフトテニス部、バレーボール部、茶道部、華道部のそれぞれの活動について、実演を交えて紹介
していきました。２、
３年生は新入生が安
心して部活動に参加
できるよう、発表内
容の決定と練習を自
分たちで行いました。

● ５月２日㈫、全生徒92名と教員で往復10km以上ある神峰山ウォーキングを実施しました。グループ
編成は縦割り班で、３年生がリーダーシップを発揮して班員をまとめていきました。好天に恵まれ、
頂上から見た瀬戸内海の360度パノラマが疲れを吹き飛ばしてくれました。頂上に着いてすぐ、写生
の課題に黙々と取り
組みました。その後、
薬師堂で鐘をついて
お祈りをしたり、グ
ループ写真を撮った
りしました。中学校
に戻ると充実した笑
顔が見られました。

主体的に学び行動できる生徒をめざして
　今年度、大崎上島中学校は「心豊かで、たくましく、主体的に学び、地域に貢献できる生徒の育成」

を学校教育目標に掲げてスタートしました。これまでの伝統をしっかりと受け継ぎ、発展させて学校

行事を行っています。年度当初の生徒の主体的な活動の様子を紹介します。
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問保健衛生課　保健指導係　☎62-0330（保健師直通）

【 県立安芸津病院より 】
医療公開講座開催

I らんどは、大崎上島町の委託障がい者相談支援事業所
です。障がいのある方・障がいのために生活のしづらさ
を抱えている方・そのご家族や地域の方からの相談に応
じています。この島で自分らしく、自立した生活を送る
ためのお手伝いをしています。

Iらんど＝相談支援とは？
　障がいを持つ方が置かれ
ている状況や抱えている悩み
の相談に応じ、暮らしについ
て一緒に考えることを「相談
支援」と言います。主に相談
内容に対する情報提供や助
言、必要な障害福祉サービス
の利用につなげる支援や、関連機関との連絡調整など
を行います。

休日くらぶ
日　　時　６月18日㈰　13時～15時
場　　所　サポートおおさき　第二ふれあい工房
会　　費　100円
申込締切　６月15日㈭

お勉強会
　先月の広報でお知らせしま
した、「お勉強会」を開催しま
す。まずは、災害についてです。
　一緒に学びましょう。
日　　時　６月24日㈯　13時30分～

問大崎上島町生活サポートセンター I らんど（担当：土本・道教）
☎64-4416 転送することもありますが（そのままお待ちください　）　Fax：67-5118
E-mail：hureai-iland@osakifukushikai.jp
相談時間　月～金曜日　8時30分～ 17時00分

※相談は無料で、秘密は固く守られます。

　2011年から開催していた安芸津病院主催の医療公開
講座を、３年ぶりに大崎上島町で開催します。コロナ禍
ではいろいろな制約の中での生活で、今までの日常が激
変していきました。その中においても、改めて健康につ
いて考える時間にもなったのではないでしょうか。新型
コロナウイルス感染症もインフルエンザと同様の５類に
なり、制約も軽減し、色々なことができるようになりま
す。そして、安芸津病院も地域へ出ようと意気込んでい
ます。

　本年度から、大崎上島町役
場 保健衛生課保健指導係に２
名の保健師が配属になりまし
た。

　そして、お楽しみの後藤院長バンドによる演奏と安芸
津病院といえばの「転倒なしサンバ」も予定しておりま
す。当日、皆様のふるってのご参加をお待ちしております。
　久方ぶりの大崎上島町の訪問で皆様の笑顔にお会いで
きることを病院スタッフ一同楽しみにしております。

文： 広報・患者サービス向上委員会　副看護部長　内山早苗 
問県立安芸津病院　☎0846-45-0055  

【こんにちは、保健師です】

ごあいさつ
保健師　桐木　直人
　本年度から保健師として保健指導係に配属さ
れました桐木と申します。
　業務として主に生活習慣病対策、地区は東野
地区を担当します。
　大学を卒業して保健師として就職しました。
就職活動の中でこの大崎上島町を知り、実際に
来てみて、自然の豊かさや大崎上島町で元気に
過ごすみなさまの様子を知ることができました。
これからより一層私自身がこの町を知り、地域
のみなさまの頼りになる存在になれるように頑
張ります。まだまだ不慣れなことも多いですが
一生懸命頑張ります。また、見かけた際には声
をかけていただけるとうれしいです。よろしく
お願いします。

保健師　平賀　文子
　４月より保健衛生課保健指導係に配属となり
ました平賀と申します。
　広島県出身です。趣味は、食べ歩きと旅行です。
地区は木江地区を担当します。一日でも早く地
域に慣れ、みなさまのお役に立てるように頑張っ
ていきたいと思いますので、よろしくお願いし
ます。

初めまして保健師です！

日時 ：令和５年７月８日㈯13：30から16：00
（開場 13：00）

場所 ：大崎上島文化センター「ホール神峰」
大崎上島町中野2067－5

　 演題１ 「生活習慣病と肝疾患について」
内科　木南　貴博　医師

　 演題２ 「新型コロナウイルス感染症について」
外科　西本　直樹　医師

感染管理認定看護師　中須賀　弘

そ・こ・で‼
第33回（2023）医療公開講座のご案内
「地域に広げよう健康のわ」
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問竹原大崎地区推進委員会（住民課）　 ☎ 65-3113

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
と
は

　

す
べ
て
の
国
民
が
「
犯
罪
」
や
「
非
行
」
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の

更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
安
心
・
安
全
な
地
域
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全

国
的
な
運
動
で
す
。

　

本
年
度
は
、
竹
原
大
崎
地
区
保
護
司
会
が
広
島
県
の
代
表
と
し
て
モ
デ
ル
事

業
（
推
進
大
会
）
の
開
催
地
区
に
指
定
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
竹
原
市
に
お
い
て

本
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

第73回“社会を明るくする運動”
竹原大崎地区推進大会

～　犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える地域のチカラ　～

日　
時

　

令
和
５
年
７
月
８
日
㈯

13
時
〜
15
時
30
分
（
開
場
12
時
）

場　
所

　

竹
原
市
民
館
（
ホ
ー
ル
）

　

入
場
無
料

※ 

駐
車
場
は
、
市
役
所
南
側
駐
車
場
・

市
職
員
駐
車
場
・
旧
竹
原
合
同
ビ

ル
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※ 

尾
道
刑
務
所
に
よ
る
矯
正
展
（
展

示
即
売
会
）
も
ロ
ビ
ー
に
て
実
施

さ
れ
ま
す
。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

①
オ
レ
ン
ジ
コ
ー
ラ
ス

　

 

大
崎
上
島
町
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ

に
よ
る
歌
唱

②
荘
野
子
ど
も
和
太
鼓
〝
葉
組
〞

　

 

荘
野
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
和
太
鼓

ク
ラ
ブ
に
よ
る
和
太
鼓
演
奏

記　念　講　演
講演テーマ 　「薬物依存症から回復するために必要なこと」
　失敗しても終わりじゃない。人生はやり直せる。薬
物依存症を克服するために、治療を受け自助グループ
に参加し、依存症予防教育アドバイザーの資格も取得
した高知さんに、薬物依存に陥ったきっかけから回復
までの経緯などをお話ししていただきます。

講 師 　高
た か ち

知 東
の ぼ る

生（俳優、タレント、小説家）
プロフィール

●1964年　高知県生まれ
● 1993年　芸能界デビューし、映画やドラマ、バラエティ
に多数出演

● 2016年　覚せい剤と大麻使用の容疑で逮捕。執行猶予判
決を受ける

●2019年　依存症問題の啓発活動を始める
●2020年～ドラマで俳優復帰。多数小説を刊行

荘野子ども和太鼓“葉組” オレンジコーラス



大崎海星高校

魅力化
プロジェクト

皆さんからの投稿を募集しています。
【 応募方法 】住所、氏名（ペンネーム）、連絡先を記入し、企画課 企画調整係または
各支所窓口係までお持ちいただくか、郵便、FAX、メールなどでお送りください。
郵便：〒 725-0231　大崎上島町東野 6625-1　企画課　企画調整係
FAX：65‒3198　Mail：kikaku01@town.osakikamijima.lg.jp

投　稿
大募集

Facebook 更新中☞☞

10

#G7広島サミット
#パネル展示

神
峰
俳
句
ク
ラ
ブ

麦
笛
や
少
年
の
日
の
音
は
出
ず 

山
本　

輝
明

折
紙
の
大
き
な
冑
こ
ど
も
の
日 

馬
越　

幸
江

槍
投
げ
の
宙
切
る
音
や
風
薫
る 

山
本　

一
子

南
風
俳
句
会

浦
里
の
朝
の
潮
目
や
春
惜お

し

む 

植
田
と
も
子

葉
桜
も
千
代
の
貫
禄
三み

春は
る

か
な 
中
崎　

裕
子

練
習
船
に
泳
ぐ
家
族
の
鯉
の
ぼ
り 
芝
山　

吉
宣

　

大
崎
上
島
学
で
は
、
航
海
に
ち
な

ん
だ
名
前
で
探
究
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

一
年
生
の
「
羅
針
盤
学
」
で
は
、島
、

大
人
、
様
々
な
思
い
を
持
っ
た
ク
ラ

ス
メ
ー
ト
と
の
出
会
い
に
よ
っ
て
学

び
を
深
め
て
い
き
ま
す
。
５
月
に
は
、

町
が
こ
れ
ま
で
研
究
し
て
き
た
ゆ
る

ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い
て
学
び
、
自
分
た

ち
で
企
画
し
ま
し
た
。

　

二
年
生
の
「
潮
目
学
」
で
は
、「
島

を
舞
台
に
実
践
・
協
働
す
る
学
び
」

を
テ
ー
マ
に
、
一
年
生
の
後
半
で
取

り
組
ん
だ
「
ミ
ニ
マ
イ
プ
ロ
（
＝
自

分
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
探
究
学
習
）」
を

本
格
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
進

め
て
い
ま
す
。

　

三
年
生
の
「
航
界
学
」
で
は
、
計

画
力
と
実
行
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と

を
目
標
に
、
一
人
一
つ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
自
分
の

思
い
と
還
元
場
所
は
ど
う
繋
が
っ
て

い
る
の
か
、
地
域
を
巻
き
込
む
に
は

ど
う
し
た
ら
よ
い
か
、
悩
み
な
が
ら

も
実
現
に
向
け
て
調
査
を
進
め
て
い

ま
す
。

　

６
月
17
日
㈯
の
文
化
祭
一
般
公
開

で
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
間
発
表

の
展
示
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
大
崎

海
星
高
校
魅
力
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

は
、
生
徒
の
「
や
っ
て
み
た
い
！
」

を
大
人
が
全
力
で
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
る
中
で
、
地

域
の
皆
様
の
お
力
を
借
り
る
こ
と
が

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
本
校

に
お
越
し
い
た
だ
き
、
生
徒
の
取
り

組
み
を
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

す
。

大
崎
上
島
学
、

　

多
様
な

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

進
行
中
！
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納付のお知らせ
町県民税（第１期）

納期限は６月30日㈮です
納付書での納付  
　納期限までに納付してください。
口座振替での納付  
　６月30日㈮に振り替えます。

※残高の確認をお願いします。
納期限までに納付確認できない場合は、
督促状を発送します。納期限を必ず守
りましょう。

問税務課　税務係　☎65-3114　

　1800年初期に大崎
上島各村から提出され
た指出帳控や書出帳
控と神社明細帳の記録
を合わせると、古社八
幡、正畠、加組（矢弓）、
甚平谷（大西・現在中
野八幡に合祀）、外浜、
向浜（現在不明）、木越谷（現在不明）の七浦
に厳島神社が存在した記録が残されています
が、上の谷厳島神社は明記されておりません
ので、もう一つの宮島さんとも言えるかもしれません。木越
谷には現在厳島神社が存在しませんので、上の谷に祀られた
ことも考えられますが、確かなことは不明です。今お世話を
されている伊藤功氏にお尋ねしたところ終戦後小学生の頃に
あったのを記憶しているが、厳島神社をお祀りした経緯は分
からないとのことでありました。現在、石碑には、神殿改築
寄付者：小池勝之　境内工事：伊藤源蔵　土地提供：大川忠
之　昭和40年７月吉日　と刻まれております。別に幡を建て
る石柱には、奉納　 　吉福丸　昭和42年７月となっています。
祭礼は、木江の十七夜に合わせ神前での神事のみです。

No.15

上
の
谷
厳
島
神
社
（
沖
浦
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
提
供
：
大
崎
上
島
町
地
域
協
議
会
）

島
の
神
仏
め
ぐ
り

上の谷厳島神社
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瀬戸内グローバルアカデミー
「大崎海星高校との協働プロジェクト～廃棄みかんからエタノール～」

　瀬戸内グローバルアカデミー（ＳＧＡ）は、アメリカのCollege of the 
Atlatic（ＣＯＡ）と提携しており、年間９科目（ＳＧＡ独自のプログラム）
の授業を行っています。その中に「実験を伴う Science Writing」があり、
５月はフィリピン大学を出て広島大学で博士号を取得したエルマ先生に来
ていただき、実験と英文の理系論文の書き方を学びました。
　その中で、ＳＧＡ３期生の唐下さんは、独自で考えた「廃棄みかんから
バイオエタノールを生成すること」をテーマに、大崎海星高校の生徒たちと一緒に実験しました。実験内
容は、「この町で、市場に出せず加工品にもならない多くのみかんを廃棄するのではなく、バイオエタノー
ルを生成して有効利用する方法を実証する」というものです。バイオエタノール（生物資源由来のエタノー
ル）とガソリンを混ぜると、草刈り機の燃料として使うことができます。みかんの果汁や皮には、スクロー
スやセルロースといった糖が多く含まれており、これらの糖は、硫酸を使って加水分解を行うことで、グ
ルコース（ブドウ糖）に分解することができ、ここで発生させたグルコースを、酵母を使ってアルコール
発酵させることで、エタノールを生成することができます。
　今後もＳＧＡと町の学校がコラボレーションすることで、大崎上島町に寄与できるアイディアが実用化
できればうれしいです。

文：瀬戸内グローバルアカデミー代表　長尾ひろみ　

こんにちは　認知症地域支援推進員です

問福祉課　介護保険係　☎62-0301

　認知症サポーターは、認知症について正しく理解し、偏見を持たず、認知症の人やその家
族を温かく見守ることがスタートです。「なにか」特別なことをする人ではありません。認知
症の人やその家族の「応援者」です。

　認知症サポーター養成講座を３回開催しますが、受講は１回（３回とも内容は同じ）です。
各会場の定員は24名とさせていただきます。
　申込み方法については、５月12日㈮全戸配布のチラシをご覧ください。
　是非、ご参加ください。お待ちしております。

認知症サポーター養成講座を開催します‼

認知症サポーター養成講座の開催日

認知症を学び　地域で支えよう

開　催　日 時　　　　間 場　　　　所 定　員

１
６月28日㈬

13：30～15：00
（１時間30分程度）

大崎上島開発総合センター
大会議室

24名

２ 19：00～20：30
（１時間30分程度） 24名

３ ６月30日㈮ 13：30～15：00
（１時間30分程度） 24名
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募
集

税
務
職
員
募
集

　

国
税
庁
で
は
、
税
務
職
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　

採
用
試
験
の
募
集
要
項
は
次

の
と
お
り
で
す
。

　

税
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
を
目
指

し
て
、
是
非
受
験
し
て
く
だ
さ
い
。

●
受
験
資
格

　

１ 　
令
和
５
年
４
月
１
日
に
お
い

て
、
高
等
学
校
又
は
中
等
教
育

学
校
を
卒
業
し
た
日
の
翌
日
か

ら
起
算
し
て
３
年
を
経
過
し
て

い
な
い
者（
令
和
２
年
４
月
１

日
以
降
に
卒
業
し
た
者
が
該
当

す
る
。）及
び
令
和
６
年
３
月
ま

で
に
高
等
学
校
又
は
中
等
教
育

学
校
を
卒
業
す
る
見
込
み
の
者

　

２ 　

人
事
院
が
１
に
掲
げ
る
者

に
準
ず
る
と
認
め
る
者

●
試
験
の
程
度

　

高
校
卒
業
程
度

●
受
験
申
込
方
法

　

 

原
則
と
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

よ
り
申
込
み
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

■
申
込
専
用
ア
ド
レ
ス

　
　

 h
ttp
s://w

w
w
.jin

ji-
shiken.go.jp/juken.htm

l

●
受
験
申
込
受
付
期
間

　

■
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み

　
　

６
月
19
日
㈪
９
時
か
ら

６
月
28
日
㈬

　
　
（ 

６
月
28
日
㈬
ま
で
に
申
込

デ
ー
タ
を
受
信
完
了
し
た
も

の
に
限
り
受
け
付
け
ま
す
。）

●
第
１
次
試
験

　

■
試
験
日　

９
月
３
日
㈰

　

■
試
験
地

　
　

 

人
事
院
中
国
事
務
局
が
管
轄

す
る
試
験
地
は
、
鳥
取
市
・

松
江
市
・
岡
山
市
・
広
島
市
・

山
口
市

　

■
試
験
種
目

　
　

 

基
礎
能
力
試
験
・
適
性
試

験
・
作
文
試
験

●
第
１
次
試
験
合
格
発
表
日

　

10
月
５
日
㈭

●
第
２
次
試
験

　

■
試
験
日

　
　

 

10
月
11
日
㈬
か
ら
10
月
20
日

㈮
ま
で
の
間
の
指
定
す
る
１

日

　

■
試
験
地

　
　

 

第
１
次
試
験
合
格
通
知
に
併

せ
て
通
知

　

■
試
験
種
目

　
　

人
物
試
験
・
身
体
検
査

●
最
終
合
格
発
表
日

　

11
月
14
日
㈫

●
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
請
求
先

　

■
広
島
国
税
局　

総
務
部

人
事
第
二
課 

試
験
研
修
係

　
　

〒
７
３
０
‐
８
５
２
１

　
　

広
島
市
中
区
上
八
丁
堀
６‐
30

　
又
は
お
近
く
の
税
務
署
総
務
課
へ

●
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

■
国
税
庁

　
　

https://w
w
w
.nta.go.jp

問
広
島
国
税
局　

総
務
部

人
事
第
二
課 

試
験
研
修
係

　

☎
０
８
２
‐
２
２
１
‐
９
２
１
１

（
内
線
３
７
４
３
・
３
６
３
５
）

山
の
日「
神
峰
山
」

俳
句
募
集
の
お
知
ら
せ

　

大
崎
上
島
町
の
名
峰
神
峰
山

及
び
山
の
日
を
句
材
に
し
た
俳

句
を
募
集
し
ま
す
。
神
峰
山
に

つ
い
て
は
四
季
は
問
い
ま
せ
ん
。

優
秀
作
品
に
は
大
崎
上
島
の
特

産
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
す
の
で
、

ふ
る
っ
て
応
募
く
だ
さ
い
。

●
応
募
方
法

　

 

ハ
ガ
キ
も
し
く
は
封
書
で
応
募

く
だ
さ
い
（
氏
名
・
電
話
番
号

は
必
ず
記
入
く
だ
さ
い
）。
自

作
・
未
発
表
句
に
限
り
ま
す
。

　

投
句
料
は
無
料
で
す
。

●
受
付
場
所

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
か
み
じ
ま
の
風

（
山
の
日
神
峰
山
実
行
委
員
会
）

（
大
崎
上
島
町
中
野
１
８
３
４
）

●
応
募
締
切　

７
月
５
日
㈬

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
か
み
じ
ま
の
風

　

☎
67
‐
５
５
３
０

（
平
日
10
時
〜
15
時
）

講
習
・
講
演
会

消
費
税
の

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
係
る

「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
説
明
会
」

等
の
開
催
に
つ
い
て

　

令
和
５
年
10
月
１
日
か
ら
、

消
費
税
の
仕
入
税
額
控
除
の
方

式
と
し
て
適
格
請
求
書
等
保
存

方
式
（
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
）
が

始
ま
り
ま
す
。

　

イ
ン
ボ
イ
ス
を
発
行
で
き
る

「
イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
事
業
者
」
と

な
る
た
め
に
は
登
録
申
請
が
必

要
で
す
。

　

制
度
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
を

し
て
い
た
だ
き
早
期
の
手
続
き
を

行
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
課
税
事

業
者
の
方
向
け
の
「
基
礎
編
」
と
、

免
税
事
業
者
の
方
（
消
費
税
の

基
本
的
な
仕
組
み
か
ら
知
り
た

い
方
）向
け
の「
導
入
編
」を
別
々

に
開
催
（
無
料
）
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
登
録
要
否
の
判
断
で

お
困
り
の
方
は
「
登
録
要
否
相

談
会
」
も
開
催
い
た
し
ま
す
の

で
、
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

問
竹
原
税
務
署　

調
査
部
門

　

☎
０
８
４
６
‐
22
‐
０
５
１
７

開催日 内容区分 開催時間 定員 開催場所

６月23日㈮

【基礎編】
（課税事業者向け）

10時～11時
（60分）

24名

竹原税務署1階会議室
（竹原市中央3丁目2番12号）

【導入編】
（免税事業者向け）

13時30分～15時
（90分）

24名

【登録要否相談会】
※お一人１時間程度

11時～12時
15時～17時 ６名

※ 説明会等は事前予約制です。税務署の窓口又は電話により予約をお願いします。
※ 個人事業者の方で登録申請される場合は、①スマートフォン、②マイナンバーカード（暗証番号が必要です）をご持参くだ
さい。

申込専用QR

国税庁HP

説明会開催日程
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甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習

（
２
日
間
）

●
日　

時

　

７
月
19
日
㈬
８
時
30
分
〜
17
時

　

７
月
20
日
㈭
８
時
30
分
〜
12
時

　

 

両
日
の
受
講
が
必
要
。
受
付
は

８
時
か
ら

●
場　

所　

東
広
島
市
消
防
局

●
定　

員　

40
人
（
先
着
順
）

●
料　

金

　

 

３
，
８
５
０
円
（
講
習
初
日
に

支
払
い
）

●
申　

込

　

 

６
月
５
日
㈪
〜
23
日
㈮
に
東
広

島
市
消
防
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま

た
は
受
講
申
請
書
（
大
崎
上
島

消
防
署
で
配
付
。
消
防
局
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
）
で
申
込
み
。

問
東
広
島
市
消
防
局　

予
防
課

　

☎
０
８
２
‐
４
２
２
‐
６
３
４
１

令
和
５
年
度
第
１
回

救
命
講
習
開
催
の
お
知
ら
せ

　

皆
さ
ん
は
、
目
の
前
で
倒
れ

た
人
に
応
急
手
当
を
行
う
こ
と

が
で
き
ま
す
か
？

　

大
崎
上
島
消
防
署
で
は
「
１

世
帯
１
救
急
隊
員
」
を
目
標
に

心
肺
蘇
生
法
や
ケ
ガ
の
応
急
手

当
の
講
習
会
を
行
い
ま
す
。

　

適
切
な
応
急
手
当
を
身
に
つ

け
て
い
れ
ば
、
尊
い
命
を
救
う

こ
と
が
で
き
る
か
も
知
れ
ま
せ

ん
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
、
応
急

手
当
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

●
開
催
日

　

６
月
25
日
㈰

●
時　

間

　

午
前
９
時
か
ら

13
時
ま
で

　

普 

通
救
命
講
習
Ⅰ（
成
人
対
象
：

３
時
間
コ
ー
ス
）

　

普 

通
救
命
講
習
Ⅱ（
成
人
対
象
：

４
時
間
コ
ー
ス
）
筆
記
試
験

及
び
実
技
試
験
を
含
み
ま
す
。

　

応
急
手
当
Ｗ
Ｅ
Ｂ
講
習
を
受
講

し
、
修
了
証
を
受
け
て
い
る
方
は

受
講
時
間
が
短
縮
さ
れ
ま
す
。

●
場
所　

大
崎
上
島
消
防
署

●
定
員　

15
名
程
度（
参
加
無
料
）

●
内
容　

 

成
人
を
対
象
と
し
た
心

肺
蘇
生
法
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

使
用
方
法
・
止
血
法
等

※ 

定
員
確
認
の
た
め
事
前
に
電
話

に
て
、
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

そ
の
後
、「
応
急
手
当
講
習
受

講
申
込
書
」
で
の
お
申
込
み
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
大
崎
上
島
消
防
署

　

☎
65
‐
２
０
５
６

福
祉
・
健
康

毎
年
６
月
は「
食
育
月
間
」

毎
月
19
日
は「
食
育
の
日
」

で
す

　

生
涯
に
わ
た
っ
て
い
き
い
き

と
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

食
に
関
す
る
知
識
と
食
を
選
択

す
る
力
を
習
得
し
、
健
全
な
食

生
活
を
実
践
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
食
育
月
間
」
は
、
家
庭
、
学

校
、
地
域
な
ど
、
社
会
全
体
で
食

育
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
く
た
め

の
強
化
月
間
で
す
。

日
ご
ろ
の
食
生
活

を
ふ
り
返
っ
た
り
、

見
直
し
た
り
す
る

き
っ
か
け
に
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。

問
保
健
衛
生
課　

保
健
指
導
係

　

☎
62
‐
０
３
３
０

高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防
接
種

に
つ
い
て

　

60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
一
部

の
方
で
費
用
助
成
対
象
の
方
が

い
ま
す
！

　

こ
れ
ま
で
に
肺
炎
球
菌
の
ワ
ク

チ
ン
を
一
度
も
受
け
た
こ
と
が
な

い
方
で
、
心
臓
、
腎
臓
及
び
呼
吸

器
の
機
能
に
自
己
の
身
辺
の
日
常

生
活
活
動
が
極
度
に
制
限
さ
れ
る

程
度
の
障
が
い
を
有
す
る
方
、
及

び
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ

り
免
疫
の
機
能
に
日
常
生
活
が

ほ
と
ん
ど
不
可
能
な
程
度
の
障
が

い
を
有
す
る
方
（
身
体
障
が
い
者

手
帳
１
級
レ
ベ
ル
）
が
対
象
と
な

り
ま
す
。
接
種
を
希
望
す
る
方
は
、

保
健
衛
生
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。）

問
保
健
衛
生
課　

保
健
指
導
係

　

☎
62
‐
０
３
３
０

第
三
者
行
為
と

国
民
健
康
保
険

　

交
通
事
故
な
ど
、第
三
者
（
加

害
者
）
の
過
失
に
よ
り
傷
病
を

受
け
た
場
合
で
、
国
民
健
康
保

険
を
使
っ
て
医
療
機
関
等
を
受

診
す
る
場
合
は
、
必
ず
保
健
衛

生
課
へ
の
届
出
「
第
三
者
行
為

に
よ
る
傷
病
届
」等
が
必
要
で
す
。

　

こ
の
届
出
が
な
い
と
国
民
健

康
保
険
が
使
え
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

届
出
を
す
る
と
き
は
、
加
害

者
の
氏
名
・
住
所
な
ど
で
き
る

だ
け
詳
し
く
確
認
し
、
ま
た
速

や
か
に
警
察
に
届
出
を
お
こ
な

い
、「
事
故
証
明
書
」
を
取
得
く

だ
さ
い
。

●
申
請
に
必
要
な
も
の

　
■
国
民
健
康
保
険
証

　
■
印
鑑

　
■
事
故
証
明
書

情報プラザ・エル休館日（６月）

開
館
時
間

10
時
〜
18
時

=

休
館
日

求
人
情
報

　

株
式
会
社　
フ
レ
ス
タ
、
大
崎

工
業
株
式
会
社　
広
島
工
場
、
社

会
福
祉
法
人　
ひ
が
し
の
会
、
有

限
会
社　
橋
口
工
業
所
、
末
田
海

運　
有
限
会
社
、
株
式
会
社　
広

島
銀
行
、
株
式
会
社　
川
本
工
業
、

有
限
会
社　
菅
原
建
設
、
有
限
会

社　
飛
躍
興
業
、
株
式
会
社　
ア
イ

ク
リ
ア

※ 

広
報
紙
発
行
日
ま
で
に
募
集
が
終

了
し
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

町
内
求
人
票
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
竹

原
発
行
の
求
人
情
報
誌
は
、
役
場

本
庁
ま
た
は
各
支
所
の
窓
口
に
置

い
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
検
索
で
き
ま
す
。

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
竹
原

　
（ 

広
島
西
条
公
共
職
業
安
定
所

竹
原
出
張
所
）

　

☎
０
８
４
６‒

22‒

８
６
０
９

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3

4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30

応急手当WEB
講習QRコード
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第
三
者
の
過
失
に
よ
り
受
け
た

傷
病
の
医
療
費
は
、
原
則
と
し
て

加
害
者
が
全
額
自
己
負
担
す
る
も

の
で
す
。
国
民
健
康
保
険
が
一
時

的
に
立
替
え
、
あ
と
か
ら
加
害
者

に
費
用
を
請
求
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

保
健
衛
生
課
へ
届
け
る
前
に
加

害
者
か
ら
治
療
費
を
受
け
取
っ
た

り
、
示
談
で
済
ま
せ
て
し
ま
い
ま

す
と
、
国
民
健
康
保
険
が
使
え
な

く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
保
健
衛
生
課　

保
健
事
業
係

　

☎
62
‐
０
３
０
３

被
爆
二
世
健
診
のお知

ら
せ

　

被
爆
二
世
の
方
の
健
康
管
理

に
役
立
て
て
い
た
だ
く
た
め
、

健
康
診
断
を
実
施
し
ま
す
。

●
対
象
者

　

 　

両
親
の
い
ず
れ
か
が
原
子
爆

弾
被
爆
者
で
あ
り
、
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
広
島
県
内
に

居
住
す
る
方
。

　

◎ 

広
島
被
爆
に
あ
っ
て
は
、
昭

和
21
年
６
月
１
日
以
降
に
生

ま
れ
た
方

　

◎ 

長
崎
被
爆
に
あ
っ
て
は
、
昭

和
21
年
６
月
４
日
以
降
に
生

ま
れ
た
方

●
申
込
方
法

　

 　

役
場
本
庁
・
各
支
所
に
備
え

付
け
の
専
用
は
が
き
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
県
庁
被
爆
者
支

援
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

 　

広
島
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
申
し
込
み
で
き
ま
す
。

●
申
込
期
間

　

令
和
５
年
６
月
１
日
㈭
か
ら

令
和
６
年
１
月
31
日
㈬
ま
で

※
消
印
有
効

●
実
施
期
間

　

令
和
５
年
６
月
10
日
㈯
か
ら

令
和
６
年
２
月
29
日
㈭
ま
で

　
（ 
精
密
検
査
に
つ
い
て
は
令
和
６

年
３
月
10
日
㈰
ま
で
）

●
費　
　

用

　

 

検
査
費
用
は
無
料
で
す
。

　
（ 

被
爆
二
世
健
康
診
断
の
範
囲

に
含
ま
れ
な
い
検
査
は
自
己
負

担
と
な
り
ま
す
。）
な
お
、
受

診
に
伴
う
交
通
費
は
支
給
さ

れ
ま
せ
ん
。

※ 

被
爆
二
世
健
診
に
つ
い
て
、
詳

し
く
は
、
役
場
本
庁
・
各
支
所

に
備
え
付
け
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

「
令
和
５
年
度　

被
爆
二
世
健

診
の
お
知
ら
せ
」
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

※ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
の
影
響
に
よ
り
、
受
診
予
約

が
取
り
に
く
い
場
合
や
、
医
療

機
関
等　

が
受
け
入
れ
を
休
止

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
保
健
衛
生
課　

保
健
事
業
係

　

☎
62
‐
０
３
０
３

６
月
４
日
〜
10
日
は

歯
と
口
の
健
康
週
間
で
す

　

今
年
度
の
標
語
は
、『
手
に
入

れ
よ
う　
長
生
き
チ
ケ
ッ
ト　
歯

み
が
き
で
』
で
す
。

　

本
町
で
は
、
80
歳
で
20
本
以
上

の
自
分
の
歯
を
保
つ
こ
と
を
目
標

と
し
た
８
０
２
０
（
ハ
チ
マ
ル
ニ
イ

マ
ル
）
運
動
を
進
め
て
い
ま
す
。
歯

が
20
本
以
上
あ
れ
ば
、
何
で
も
お

い
し
く
食
べ
ら
れ
、
食
生
活
も
満

足
で
き
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
定

期
的
な
歯
科
検
診
を
受
け
、
ぜ

ひ
「
８
０
２
０
」
を
目
指
し
、
生
涯
、

自
分
の
歯
で
食
べ
ら
れ
、
長
く
元
気

で
過
ご
す
た
め
、
歯
を
大

切
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

問
保
健
衛
生
課　

保
健
指
導
係

　

☎
62
‐
０
３
３
０

ジェネリック医薬品（後発医薬品）
による医療費削減効果について

　国民健康保険では、ジェネリック医薬品（後発医薬品）
に切替えた場合のお薬代の自己負担の軽減額に関する
お知らせを送付しています。
令和４年12月診療分の削減効果は
切替えた方の人数 ３８６人
削減された金額 ９９９，９１９円

精神疾患によ 緊急に医療を精神疾患により緊急に医療を精神疾患により緊急に医療を
必要とする場合には必要とする場合には

広島県精神科救急情報センター 082-892-3600
　精神疾患により、緊急に医療を必要とする場合に、
近くの医療機関の情報や休日・夜間でも受診可能な
救急医療施設を紹介します。

竹原税務署からのお知らせ 納税はキャッシュレス！
スマホアプリ納付 NEW

　事前手続き不要！
６つのPay払いから納付
手続きが行えます！

ダイレクト納付
　届出をした預貯金口座
からの振替により即時又
は指定した期日に納付す
ることができます。

振替納税
　事前に届け出た預貯金
口座から指定された期日
に自動で引き落とすこと
により納付できます。
＊ 個人の申告
所得税・消
費税に限り
ます。

インターネットバンキング
　インターネットバンキ
ングにより国税を電子納
税できます。

クレジットカード納付
　専用サイトへアクセス
し、クレジットカードを
利用して納付できます。
＊ 納付額に応
じた決済手
数料がかか
ります。

詳しくは
２次元コードを
読み取ってください

問竹原税務署　総務課
　管理運営・徴収担当

☎0846-22-0506
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●有料サイトの未納がある
●あなたに〇〇権がある
●個人情報が漏れている
●名義貸しは犯罪だ
●裁判になる、逮捕される
●財産を没収する
●キャッシュカードを預かる
●お金を宅配便で送って
●コンビニの電子マネーで支払って
●あとで返金する

～被害にあわないために～
犯人がよく使う言葉を知っておきましょう。
「お金」の話は、必ず誰かに相談しましょう。

小さいサイズのフライパンは
注意して使用しましょう

日本年金機構を装った
不審なメール・ＳＮＳにご注意ください。

File.237

事　

例　

１

　

一
人
暮
ら
し
に
ち
ょ
う
ど
よ
さ
そ
う
な

20
セ
ン
チ
サ
イ
ズ
の
フ
ラ
イ
パ
ン
を
購
入

し
た
。
炒
め
物
を
し
よ
う
と
ガ
ス
こ
ん
ろ

の
五
徳
の
上
に
フ
ラ
イ
パ
ン
を
置
き
、
油

を
入
れ
る
と
急
に
傾
い
た
。
熱
い
油
が
こ

ぼ
れ
た
ら
、
や
け
ど
を
し
て
い
た
か
も
し

れ
な
い
。（
60
歳
代　

男
性
）

事　

例　

２

　

22
セ
ン
チ
サ
イ
ズ
の
フ
ラ
イ
パ
ン
の

取
っ
手
に
、
ガ
ス
こ
ん
ろ
の
炎
が
当
た
り
、

取
っ
手
を
固
定
し
て
い
る
樹
脂
部
が
劣
化

し
た
。
そ
の
た
め
本
体
か
ら
取
っ
手
が
外

れ
、
調
理
し
た
も
の
が
足
の
上
に
落
ち
や

け
ど
を
し
た
。（
60
歳
代　

男
性
）

ア
ド
バ
イ
ス

● 

小
さ
い
サ
イ
ズ
の
フ
ラ
イ
パ
ン
の
中
に
は
、

調
理
油
過
熱
防
止
装
置
が
あ
る
ガ
ス
こ

ん
ろ
で
の
使
用
や
揚
げ
物
の
調
理
を
禁

止
し
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
商
品

の
表
示
を
確
認
す
る
な
ど
、
使
用
目
的

に
合
っ
た
も
の
を
購
入
し
ま
し
ょ
う
。

● 

小
さ
い
サ
イ
ズ
の
フ
ラ
イ
パ
ン
は
、

取
っ
手
の
根
元
部
分
が
炎
に
近
く
、
鍋

底
か
ら
は
み
出
し
た
炎
が
、
直
接
取
っ

手
の
樹
脂
部
に
当
た
り
、
取
っ
手
が
焼

損
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
火
力
に

注
意
し
て
調
理
し
ま
し
ょ
う
。

（
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
１
８
８
）

問
竹
原
市
消
費
生
活
相
談
室

　

☎
０
８
４
６
‐
22
‐
６
９
６
５

問
地
域
経
営
課　

地
域
振
興
係

　

☎
65
‐
３
１
２
３

特殊詐欺で
犯人がよく使う言葉

竹原警察署大崎上島分庁舎からのお知らせ

町内の交通事故件数（4月） 物損事故７件  人傷事故０件

問竹原警察署☎0846-22-0110 大崎上島分庁舎☎ 62-0110

問三原年金事務所　☎0848-63-4111㈹　住民課　住民人権対策係　☎65-3113

例１　 日本年金機構のロゴマークを使用し、日本年金機構年金払戻管理局、払戻返金部門等、日本年金
機構に存在しない部署の名前を騙り、年金の残金を振り込む名目で、お客様のお名前、口座番
号等の情報を返信させようとするメール

　注意点▶日本年金機構では、メールでお客様の口座番号等をお尋ねすることはありません。

例２　 日本年金機構とは全く関係のない不審なサイトに誘導しようとするメール

　注意点▶ メール内容等に不審な点を感じる場合は、メール記載のリンク先をクリックしないようにし
てください。

例３　 日本年金機構を装い国民年金保険料の支払いの督促を装ったサイトに誘導しようとするメール
●不審なＳＮＳの一例●
　本文：【日本年金機構】重要なお知らせ、必ずお読みください。
　【ＡＱ３３６】http://xxxxxxx.xxxxxx.xxx　☜絶対にリンク先にアクセスしないでください！

　注意点▶ 日本年金機構ではＳＮＳによるお知らせ（携帯電話あてのメッセージ）を行っておりません。
リンク先にアクセスすると支払いの督促を装ったサイトに遷移しますので、絶対にアクセス
しないでください。
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日 Sunday 月 Monday 火 Tuesday 水 Wednesday 木 Thursday 金 Friday 土 Saturday

1 2 3
漁師の鮮魚市 南の里朝市

4 5 6 7 8 9 10
漁師の鮮魚市 こころの健康相談

（東保）13：30～
南の里朝市

認知症カフェ
（オレンジ）13：00～

11 12 13 14 15 16 17
育児相談
（認ひ）10：00～

漁師の鮮魚市 健康相談☆
（大開）13：30～

南の里朝市

18 19 20 21 22 23 24
家族の会
（大開）13：30～

漁師の鮮魚市 南の里朝市

断酒会
（東保）18：30～

認知症カフェ
（オレンジ）9：30～

25 26 27 28 29 30
漁師の鮮魚市

オレンジ……オレンジハウス　　　東保……東野保健福祉センター　　　大開……大崎上島開発総合センター
認ひ……認定こども園ひかりえん
☆わくわく元気ポイント対象事業
南の里朝市は沖浦観光物産館で9：00から開催　　漁師の鮮魚市は中野一番街前で8：00から開催し売切れ次第終了

2023　6　June

竹原市休日当番医
内科

日程 場所

毎週日曜・祝日 竹原市休日診療所
☎ 0846-22-7157

外科
日程 場所

6/4・25・7/2 馬場病院☎0846-22-2071
6/11・18・7/9 安田病院☎0846-22-6121

耳鼻咽喉科診療所
日時 場所

6/10・24
 （受付）13時～17時
 診療開始 14時～

東野保健福祉センター内
☎ 67-3311

予防接種
必ず医療機関に予約をしてください。

休日当番医
日程 病院名
6/4 田村医院 ☎63-0311
6/18 寺元医院 ☎64-2093
7/2 ときや内科 ☎63-0001

休日当番薬局
日程 薬局名
6/4 パール薬局　明石店 ☎67-4020
7/2 あゆみ薬局 ☎63-1052

７月１日㈯
南の里朝市

７月６日㈭
漁師の鮮魚市

火

2

1 1

金
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大
崎
上
島

〒
725 -0231 広

島
県
豊
田
郡
大
崎
上
島
町
東
野
6625 -1

☎
 0846 -65 -3111（

代
表
） / FA

X
 65 -3198

H
P　
https://w

w
w
.osakikam

ijim
a.hiroshim

a.jp

スマホやタブレットに無料アプリ「マチイロ」をインストールすることで、いつでも
どこでも広報紙を読むことができます。ぜひ、ご利用ください。

Free

ios android

島スクール参加者の活動紹介
１期生　反岡和宏さん　「写真プロジェクト」
２・３期生　薮上夏歩さん、松本晄太さん　東野小学校６年生「駄菓子屋プロジェクト」
３期生　寺川智子さん　「takemoto curryプロジェクト」

スケジュール
参加者募集説明会 6月14日㈬　19時～ 20時　場所 大崎上島開発総合センター研修室１　講座申込期限 6月21日㈬

第１回キックオフ会 7月２日㈰　14時～ 16時　場所 大崎上島開発総合センター大会議室　

講 座 2023年7月～ 2024年２月までの全７回（月１回程度・約２時間）の頻度で実施します。

講師紹介
●円光　歩 一般社団法人まなびのみなと

大崎海星高等学校魅力化推進コーディネーター  ●平岡　幸人 一般社団法人まなびのみなと
大崎上島町教育情報化コーディネーター

本事業担当課 大崎上島町企画課
お問い合わせ 一般社団法人まなびのみなと（受託事業者）
mail info@manabinominato.or.jp

発
行
日
　
2023年

６
月
２
日
㈮

発
　
行
　
大
崎
上
島
町

編
　
集
　
企
画
課
　
企
画
調
整
係

h ea l thy cookin
gh ea l thy cookin
g

管理
栄養士の管理
栄養士の

問保健衛生課
　保健指導係☎62-0330

豚肉となすのさっぱり炒め

エネルギー　１９２ｋcaｌ、たんぱく質　１２g、
脂質　１１.２ｇ、塩分　１.１ｇ

～食から始める梅雨バテ予防～

　梅雨の時期になります。雨で肌寒い日もあれば強い日差しで真夏日になる日もあり、身
体の疲れやだるさを感じやすくなっていませんか。
　疲れたときや食欲のないときには酢やレモンなど酸味を活かした料理がおすすめです。
さっぱり感が加わることで、食べやすくなり、食欲増進効果も期待できます。
　１日３回の食事と規則正しい生活で梅雨の体調不良を予防し、元気に夏を迎えましょう。

♦作り方
① なすはヘタを除き、小さめの乱切りにして５～
10分ほど水にさらし、ザルにあげて水気をきっ
ておく。ぶなしめじは石づきを切り、ばらばら
にしておく。

　豚こまぎれ肉は、酒と塩をもみ込んでおく。

② フライパンにサラダ油を中火で熱し、豚肉を炒
め、肉の色が変わってきたら、なすとぶなしめ
じを加え、しんなりするまで炒める。
③Ａを加えて汁気がなくなるまで炒め合わせる。
④器に盛りつけ、小口切りにした小ねぎを散らす。

♦材料（４人分）
なす 300ｇ（３個）
豚こまぎれ肉 220ｇ
酒 大さじ１
塩 ひとつまみ
ぶなしめじ 50ｇ（1/2袋）
サラダ油 大さじ2/3

　　しょうゆ 大さじ１・1/3
　　みりん 大さじ１
Ａ　酢（またはレモン汁） 大さじ１
　　砂糖 大さじ1/2
　　しょうがすりおろし 小さじ１
小ねぎ 適宜

集まれ！わがやのアイドルへご応募ください
　８月に１歳の誕生日を迎えるお子さんの写真をお寄せください。氏名（ふりがな）・生年月日・住所（地区名）・
保護者名・電話番号・コメントを明記し、下記問い合わせ先または各支所窓口係まで。（７月10日〆）

問企画課 企画調整係 ☎65-3112　Mail : kikaku01@town.osakikamijima.lg.jp

島でやりたいことをはじめる第一歩！
　本町では、2023年７月から「島チャレ」を開催します！昨年度まで取り組んできた島スクー
ル事業では３期を終え、のべ76名の参加者から29プロジェクトが誕生
しています。今年度はこれまで以上にやってみたいことへの「チャレン
ジ」を応援する継続事業として「島チャレ」を開催し、参加者を募集します！

　島チャレは、本町の小・中・高校生・高専生や地域の大人までが世代を越えて、
一人ひとりが自分の興味があることから「やりたいこと」を見つけて小さな一歩を
踏み出すチャレンジの場です。楽しくはじめることからビジネスアイディアを考え
ることまで、皆さん自身の進捗に合わせて進められるプログラムとなります。

島
チャレ

申し込みQR Facebookの
リンクQR


